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１．研究計画の概要
(1) 分子の電子構造や配向・配列の変化を外
部電場により誘起することにより電子励起
状態からの反応を制御することができる。さ
らに光と電場により励起状態からの反応ダ
イナミクスを制御することにより機能物性
を制御することができる。本研究では、光化
学反応への電場効果、特に光誘起電荷分離や
光誘起電子移動反応への電場効果を詳細に
調べ、光励起ダイナミクスと外場応答機能物
性の相関を明らかにする。具体的には、分子
間、分子内光誘起電子移動反応への電場効果
を、極低温からの広い温度領域で、異なる酸
化還元電位を有する種々のドナー（D）・アク
セプター（A）に対し、D-A 距離を制御して調
べ、反応および反応への電場効果の機構を明
らかにする。

(2)光と電場による機能物性の変化および外
場応答機能物性の発現を広い温度範囲にお
いて調べる。特に種々の電荷移動錯体に関し
て、電気伝導度や磁気特性が光照射によりさ
らには電場印加によりどのように変化する
かを詳細に調べる。

２．研究の進捗状況

(1) 光誘起電子移動反応を示す種々のドナー

とアクセプターの組み合わせについてその反

応速度が電場印加によりどのような影響を受

けるかを種々の温度で電場吸収および電場発

光スペクトルおよび発光減衰曲線に対する電

場効果を調べることにより明らかにした。半

導体ナノ粒子あるいは-共役ポリマー物質に

ついても吸収スペクトルおよび発光スペクト

ルへの電場効果を調べ、励起状態からの反応

がどうなっているか、さらには電場効果がど

うなっているかを調べた。また発光特性への

電場効果が、光機能物性、例えば電界発光（

EL発光）特性とどのように関係するかを調べ

た。

(2) 常温で金属の性質を示す有機電荷移動錯

体の電気伝導度の光照射効果を詳細に調べた

。例えば、BEDT-TTFを電子供与体とする物質

であり、温度を変化させた時に金属と絶縁体

の相転移を示す-(BEDT-TTF)2I3 および低温

で超伝導特性を示す

-(BEDT-TTF)2[Cu(CN)2]Br（-Br）を対象と

して、パルスレーザーにより可視光を照射し

、それと同期した光電流の時間変化を精密に

測定し、電気伝導度への光励起効果を調べた

。その結果-(BEDT-TTF)2I3では低温における

絶縁相が光照射により金属へと変化すること

、加えるパルス電場の大きさとパルス幅を制

御することによりこの電気伝導度への光照射

効果を制御できることを示した。

(3)イオン伝導体としてよく知られるヨウ化
銀（AgI）に関して、固体 AgI のペレットを
作成し、同じ表面上に一定の間隔を有するカ
ーボン電極を付け、電極間に交流電圧を印加
し、LCR メーターを用いたインピーダンス分
光法を適用することにより、光照射に伴う電
気伝導度の変化を調べている。さらに光だけ
ではなく、電場印加によってもイオン伝導度
の変化を誘発することができるかどうかを
調べている。
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３．現在までの達成度
②概ね順調に進展している。
（理由）

現時点までに期待していた通りの結果が
得られている。

４．今後の研究の推進方策
種々の光誘起反応を示す物質系に対して

吸収や発光特性への電場効果を調べ、電界発
光や有機薄膜太陽電池との関係を明らかに
していく。さらには有機電荷移動錯体を対象
に、光誘起超伝導特性の発現を追求する。さ
らにイオン導電体の伝導特性への光照射効
果および電場効果を広い温度領域で調べる。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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